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・審議した議案⑤ 

□
平
成
22
年
国
勢
調
査
結
果 

 

の
速
報
値
に
つ
い
て 

 

昨
年
１０
月
に
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
た
国
勢
調
査
の
速
報
値
で
す

が
、
世
帯
数
が
２
４
１
５
世
帯
、
人

口
が
５
８
９
６
人
で
平
成
17
年
よ

り
１
４
９
世
帯
、
４
９
７
人
の
減

少
で
、
こ
の
要
因
は
小
中
学
校
統

合
に
よ
る
教
員
世
帯
の
減
少
、
新

佐
呂
間
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
関
係
者

の
減
少
、
町
内
の
水
産
加
工
場
に

従
事
す
る
外
国
人
の
減
少
に
よ
る 

も
の
と
考
え
ま
す
。 

 

□
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
交
通
事
故 

 

に
つ
い
て 

 

３
月
８
日
、
仁
頃
ト
ン
ネ
ル

の
出
口
付
近
で
対
向
し
て
き
た

軽
ト
ラ
ッ
ク
が
ス
リ
ッ
プ
し
て

き
て
バ
ス
の
側
面
に
衝
突
し
ま

し
た
。
こ
の
事
故
で
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
運
転
手
は
怪
我
が
な
く
、

バ
ス
の
運
転
手
は
軽
い
打
撲
程

度
で
、
相
手
方
の
過
失
が
１
０

０
％
で
物
損
事
故
扱
い
と
し
ま 

し
た
。 

 

今
後
に
お
い
て
も
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
周
知
徹
底
を
さ 

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

□
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ 

 

い
て 

 

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
次
の

方
を
推
薦
す
る
た
め
の
意
見
を
求

め
ら
れ
、
議
会
の
意
見
と
し
て
適

任
と
の
意
見
を
可
決
し
、
町
長
あ 

て
通
知
い
た
し
ま
し
た
。 

   

◎
若
佐   

桐
山 

三
津
代 

氏 

◎
西
富   

浅
田   

清 

氏 

 

□
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会 

  

委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を 

 
 

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
、
次
の
方
の
再
任
を
同 

意
し
ま
し
た
。 

◎
永
代
町  

榎 

本   

彰  

氏 

 

◎
共  

立 

八
矢 

憲
一
氏  

□
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員 

 

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意 

 

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会

委
員
と
し
て
、
次
の
方
の
選
任 

を
同
意
し
ま
し
た
。 

 

◎
北
見
市
端
野
町 

 
 
 
 
 
     

田 

中 

誠 

氏 

 
 

 

 

 人権擁護委員の推薦２名と同意案件３件に同

意をしました。   

 

◆
◆
◆ 

請
願
と
陳
情
に
つ
い
て 

◆
◆
◆ 

   

請
願
・
陳
情
は
国
、
道
、
町
政
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や

要
望
を
反
映
さ
せ
る
一
つ
の
方
法
で
、
個
人
、
団
体
を
問
わ
ず

誰
で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

       ○○○○○○○○
       に関する請願（陳情）
要旨

理由

平成○○年○○月○○日

佐呂間町議会

議長  ○○○○  殿

        佐呂間町字○○町○○番地
                    ○○○○  印

    ○○○○○○○○に関する

請  願  書
（陳 情 書）

          紹介議員  ○○○○  印

（表紙） （本文）

※陳情書の場合、紹介議員は不要です。

《  記  載  例  》 

・町長行政報告 


